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国
道
バ
イ
パ
ス

重
信
道
路
開
通

去
る
七
月
二
十
四
日
、
国
道
十
一

号
バ
イ
パ
ス
重
信
道
路
が
開
通
し
ま

圃

し
た
。
今
回
の
供
用
区
間
は
、
川
内

園

町
南
方
か
ら
重
信
町
志
津
川
ま
で
の

、

三・

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
暫
定
二
車

線
で
す
。

爽
快
な
夏
空
の
下
、
川
内
町
南
方

の
斉
院
之
木
交
差
点
で
午
前
十
時
か

ら
行
わ
れ
た
開
通
式
に
は
、
地
元
の

川
内
町
や
重
信
町
の
両
町
長
を
は
じ

め
、
建
設
省
、
県
並
び
に
工
事
関
係

者
な
ど
約
四
五

O
人
が
参
加
し
、
盛

大
に
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

当
町
で
は
こ
の
道
路
の
開
通
に
伴

ぃ
、
県
都
松
山
市
を
結
ぶ
幹
線
道
路

と
し
て
の
機
能
は
ま
す
ま
す
重
要
な

も
の
と
な
り
、
交
通
混
雑
の
解
消
は

も
と
よ
り
経
済
、
生
活
を
支
え
る
道

路
と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

町の動き(8月1日現在)男4，952人(::t0)女5，546人(::t0)計10，498人(::t0)世帯数3，295戸(-2)
( )内前月比
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名
誉
町
民
大
西
梅
吉
さ
ん
御
逝
去

地
方
自
治
の
育
成
振
興
や

産
業
振
興
に
情
熱
を
注
ぐ

川
内
町
名
誉
町
民
で
、
元
全
国
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
を
勤
め
ら

れ
た
大
西
梅
吉
さ
ん
(
八
+
五
歳
)
が
、
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
去
る

八
月
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
、
明
治
三
十
九
年
八

月
十
六
日
大
字
井
内
に
生
ま
れ
、
昭

和
二
十
六
年
に
旧
川
上
村
議
会
議
員

に
初
当
選
し
、
以
来
昭
和
五
十
年
ま

で
連
続
六
期
川
内
町
議
会
議
員
を
勤

め
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
昭
和
四
十

六
年
ま
で
議
長
を
勤
め
る
傍
ら
、
昭

和
四
十
四
年
か
ら
昭
和
四
十
六
年
ま

で
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
長
並
び

に
全
国
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
昭
和
三
十

年
か
ら
昭
和
六
十
二
年
ま
で
の
聞
に
、

四
期
十
三
年
間
教
育
委
員
長
を
勤
め

る
な
ど
、
町
政
の
育
成
振
興
に
尽
摩

し
、
多
大
の
功
績
を
収
め
る
一
方
、

愛
媛
県
の
木
材
流
通
界
の
先
駆
者
と

し
て
林
業
振
興
に
も
多
大
の
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
二
十
九
日
、
春
の
生
存
者

叙
勲
で
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章
の
栄
に

輝
か
れ
ま
し
た
。
第

一
線
を
退
い
た

後
も
、
川
内
町
商
工
会
顧
問
や
体
育

協
会
名
誉
会
長
と
し
て
川
内
町
発
展

の
た
め
今
日
ま
で
ご
活
躍
を
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
数
々
の

功
績
に
よ
り
、
平
成
二
年
十
二
月
十
九

日
に
名
誉
町
民
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
の
主
な
功
績
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

付
昭
和
三
一
十
年
町
村
合
併
促
進
法

に
よ
る
旧
川
上
村
及
び
旧
三
内
村
の

• 

合
併
に
際
し
、
合
併
促
進
協
議
会
委

員
と
し
て
実
現
に
努
力
さ
れ
、
新
町

発
展
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

口
議
長
に
就
任
し
た
昭
和
四
十
二

年
に
は
、
地
域
振
興
の
た
め
工
場
誘

致
を
企
画
し
、
公
害
の
な
い
弱
電
大

手
企
業
の
誘
致
成
功
に
多
大
の
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

臼
議
員
当
選
以
来
、
地
方
自
治
の

重
要
性
を
強
調
し
、
自
治
行
政
発
展

の
一
翼
を
担
う
議
員
の
責
務
と
し
て
、

常
に
人
格
の
陶
治
と
政
策
の
研
究
に

努
め
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
感
覚
と

統
率
力
を
発
揮
さ
れ
地
方
議
会
の
本

質
を
守
り
、
議
会
の
権
威
と
品
位
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

岡
昭
和
四
十
四
年
五
月
愛
媛
県
町

村
議
会
議
長
会
長
、
同
年
七
月
全
国

町
村
議
会
議
長
会
副
会
長
に
選
ば
れ
、

同
会
政
策
審
議
委
員
等
の
要
職
を
兼

ね
る
な
ど
、
全
国
的
視
野
か
ら
地
方

議
会
活
動
及
び
自
治
行
政
の
発
展
に

多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
社
会
教
育
委
員
と
し
て
、
地
区

公
民
館
の
設
立
、
青
年
団
の
育
成
充

実
、
婦
人
会
活
動
の
啓
蒙
、
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
並
び
に
健
全
育
成

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

的
文
化
財
保
護
協
会
理
事
及
び
文

化
財
専
門
員
と
し
て
、
失
わ
れ
て
ゆ

く
文
化
財
の
保
護
継
承
に
努
め
ら
れ

土
品
?
し
れ
~
。

出
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
又
は
委
員
長
と
し
て
、
十
数
年
に

わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業
の
趣
旨

の
普
及
徹
底
を
図
り
、
同
事
業
の
健

全
な
運
営
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

川
地
方
産
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、

辺
地
の
道
路
、
林
道
の
開
発
整
備
に

努
め
る
と
と
も
に
、
昭
和
二
十
八
年

以
来
、
川
内
町
商
工
会
長
と
し
て
商

工
業
の
近
代
化
と
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

同
愛
媛
県
の
木
材
需
給
事
業
の
指

導
等
に
多
大
の
貢
献
を
し
、
県
内
木

材
業
界
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
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合
同
葬
で
最
後
の
お
別
れ

町
で
は
、
大
西
梅
吉
さ
ん
の
逝
去

に
伴
い
、
生
前
の
御
功
績
に
お
報
い

す
る
た
め
町
議
会
並
び
に
関
係
者
と

協
議
し
、
森
町
長
を
葬
儀
委
員
長
と

す
る
合
同
葬
を
も
っ
て
最
後
の
お
別

れ
を
し
ま
し
た
。

合
同
葬
は
、
八
月
四
日
午
後

一
時

か
ら
川
内
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
町

内
外
か
ら
約
千
三
百
人
余
り
の
方
々

が
参
列
し
、
在
り
し
日
の
大
西
さ
ん

の
功
績
や
人
柄
を
偲
び
別
れ
を
惜
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
町
民
の
皆
様
と
共
に

心
よ
り
ご
冥
福
を
わ
祈
り
し
ま
す
。



七月臨時町議会開く

川上小学校多目的教室増築工事請負契約など

-ー

• 

平
成
四
年
度
の
七
月
臨
時
町
議
会
が
、
去

る
七
月
十
六
日
聞
か
れ
、
次
の
議
案
三
件
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

h
H
宇
品

'υt~
。

〔議

案〕

O
川
上
小
学
校
多
目
的
教
室
増
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

〈
内
容
〉

契
約
金
額
/
九
千
九
百
十
七
万
八
千
七
百
円
、
事

業
量
/
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
・
延
面
積
六

四
六
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
工
期
/
平
成
五
年

一
一月
二
十
六
日
ま
で
。
契
約
の
方
法
/
指
名
競
争

入
札
、
契
約
の
相
手
方
/
株
式
会
社
岡
崎
工
務
庖

(
松
山
市
福
音
寺
町
二
三
九
番
地
)

JO
第
三
水
源
改
良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

〈
内
容
〉

契
約
金
額
/
四
千
三
百
五
万
四
千
円
、
事
業
量
/

場
内
整
備
工

・
前
処
理
ろ
か
機
基
礎
工

・
ろ
か
ポ

ン
プ
井
築
造
工
・
滅
菌
、
計
装
室
築
造
工
・
滅
菌

設
備
工

・
構
内
配
管
工
・
電
気
計
装
設
備
工
各

一
式
、
送
水
管
布
設
工
百
五
十
八
・
七
メ
ー
ト
ル
、

工
期
/
平
成
五
年
三
月
二
十
七
日
ま
で
。
契
約
の

方
法
/
指
名
競
争
入
札
、
契
約
の
相
手
方
/
日
進

建
設
株
式
会
社
(
川
内
町
大
字
南
方
二
一
九

O
番

地
三
)

O
平
成
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

町
議
会
議
員
海
外
視
察
研
修
に
伴

う
研
修
旅
費

一
、
七
一
一
千
円

累
計
総
額二

一
、
五
九
六
、
七

O
一
千
円

|

一

一
町
有
パ
ス
が

a回・

一
お
目
見
え
し
ま
し
た

一

新
し
い

d
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
新
登
場

町
選
管
委
員
長

新
旧
交
代

去
る
八
月
四
日
川
内
町
選
挙
管
理

委
員
会
が
開
か
れ
、

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
長
に

保
免
の

北
保
信
義
氏
(
侃
才

上
之
町
の
渡
部
孝
之
氏
(
臼
才

又
、
同
職
務
代
理
者
に

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
い
ず
れ
も
四
年
で
す
。

尚
、
前
委
員
長
の
菅
野
博
氏
は
、

二
期
8
年
間
に
わ
た
り
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
任

期
満
了
に
伴
い
、
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

日野レインボウ

(デラックス観光仕様)

全長 8，430、全幅 2，300

全高 2，970

車両総重量 8噌 770同

総排気量 7，412c.c.

種

0重量

0排気量

0車

0寸法

(mm) 

• 千戸V

愛
媛
大
学
医
学
部

市
民
健
康
講
座
開
催

一
般
社
会
人約

二
七

O
名

平
成
4
年
9
月
四
日
出

十
四
時
1
十
六
時

愛
媛
大
学
医
学
部
第

一

臨
床
講
堂

(
重
信
町
志
津
川
)

お
年
寄
り
の
ボ
ケ
(
老

年
期
痴
呆
)
に
つ
い
て

講
師
友
び
内
容

マ
司
会
附
属
病
院
長

木

村

茂

大
老
化
は
防
止
で
き
る
か

神
経
精
神
医
学
教
授

柿

本

泰

男

女
家
人
に
よ
る
痴
呆
の
診
断

神
経
精
神
医
学
助
教
授

金

津

彰

女
在
宅
介
護
の
コ
ツ
と
限
界

愛
媛
大
学
保
健
管
理
セ

ン
タ
ー
助
教
授

堀

口

淳

受

講

料

無

料

問
い
合
わ
せ
先
愛
媛
大
学
医
学

部
総
務
課
庶
務
係

m六
回
|

五
一
一
一
・
内
線
二

O
ご
二

対

象

日

時

場

pJT 

フー

マ
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参議院議員通常選挙

第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
、
去
る
七
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ

宇品

1
し
れ
~
。

今
回
の
投
票
率
は
、
前
回
の
参
議

院
選
挙
の
七
二
・
一
八
%
を
大
幅
に

下
回
る
五
六
・
三
二
%
と
な
り
、
昭

和
五
十
八
年
六
月
に
比
例
代
表
制
が

導
入
さ
れ
て
以
来
、
最
も
低
い
記
録

と
な
り
ま
し
た
。

一投・開票結果-

川
内
町
に
お
け
る
投
票
と
開
票
の

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

投票区別投票者調

投 7里I吉て 所
有権者数 投票者数 投 票 率

(人 (人) (%) 

第一 中央公民館 3.532 1.984 56.17 

第二 川上小学校 2. 750 1. 501 54.58 

第三 奥松瀬川公民館 219 141 64.38 

第四 j可之内公民館 663 356 53.70 

第五 井内公 民館 376 263 69.95 

第六 土谷公民館 186 105 56.45 

第七 i骨川改善センター 177 101 57.06 

ぷ口〉、 7.903 4.451 

• 

選挙区候補者別得票数

ロコ

4.156票

295票

481票

4.451票

1. 139票

2.536票

投票総数

有効投票

無効投票

たつじ

たけし

いずみ

原

まふ

佐々木

菅

(届出順)

(届出jI頂)

発 t潟 政 i台 10 第二 i涜ク ラ ブ 156 文化フォーラム 4 

l戸l 民 新 兄)'t 5.608 新 自 出 党 51 地 球 維 新 党 O 

日本国民政治連合 世 界 浄 . 室主 メZ〉丈、 2 フリーワークユニオン O 

進歩自由連合 風L の ノエ》ζ、 11 政事公開太平会 O 

教 育 党 3 日 本 新 ー、凡". 169.391 日本世直し党 4 

，ーK、、、 明 党 934 日 本 ネ土 JZL 〈 党 665 5子 成 改 新 党 3 

国際政治連合 5 年 .1I王位¥ '~主且乙，. 28 1震 境 党 7 

「関経論J のUFO党 I:J 本 愛 酢 戸タμι， 4 王子 民 ρ~己f 6 

全日本ドライパーズクラブ 9 大日本誠流社 雑 民 党 O 

老 人 裕 祉 党 32 スポーツ平和党 101 表現の自由党 2 

モータ一新党 18 中小企業生活党 4 按分の際、切り捨てた票数 0.001 

社会民主連合 35 白 E!] 民 主 党 1. 547 投薬総数 4，450票

日 本 共 産 党 250 民 ネ土 党 125 有効投票 4司216票

希 望 3 国 民 党 18 無効投票 234票

-4-

比例代表選出議員選挙政党等別得票数

、， 
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• 

川
内
の
年
中
行
事
ふ
る
里
の
記
録
よ
り

そ
の
③

八
月

『
百
八
灯
』

た十庭のい十一入竹存かた 四れが
。束ででのセメ口をらめ子日て七台

くもあ束在ン i な河斉tに供にい月久
らこるをチ卜ど原灯t一 達行た三地
いの 沢メルでののケはわ。十区
ずよましiJ 1 、集土材月、れ現四で
つ 7 た作トまめ手とくこる在日は
作な、つルわ、ゃならの。は裏
つ 束 各 た ぐ り 長山るJ当日 新盆百
てを家もら こ さの女E前の 暦の八

待 . -一一一一一一一一一一一一ι-一一.八 日灯
.. 圃 圃圃圃圃E唱..J':-...iI月にの

て r_ -'・・・・・・・・r，.3曹司IJ.1:4・ 二 行行
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二
十
四
日
の
晩
に
は
表
川
の
堤
防

で
上
組
・
下
組
・
畑
川
組
と
三
組
に

別
れ
て
、

た
14A
リ

ヒ

i
ろ

「
太
郎
も
来
い
、
次
郎
も
来
い
」

と
大
声
で
呼
び
合
っ
て
仏
を
呼
び
な

が
ら
集
め
た
斉
灯
材
に
火
を
つ
け
る

の
で
あ
る
。

三
組
の
子
供
逮
は
、
自

分
の
組
の
火
が

一
番
よ
く
燃
え
る
よ
う
に
と
競

い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

方
法
は
、
ま
ず
火
元
に
火
を
入
れ
る
。
火
元

ゆ
わ

と
は
、
枯
れ
校
や
枯
れ
草
を
集
め
結
え
て
束
に

し
て
松
の
木
の
枝
に
吊
り
下
げ
て
お
き
火
を
つ

け
る
。
こ
れ
を
種
火
と
し
て
、
次
々
に
斉
灯
に

湖
l
il
-
-
J
火
を
点
し
て
い
く
の
で

一十
e

E

一
あ
る
。
斉
灯
の
立
て
方

V
F

士

、
大
き
な
石
を
置
き
、

-圃
8
-
R
B
F(
一
火
を
つ
け
た
斉
灯
を
乗

Z
J
1
u
-
-z

-
せ
足
下
に
こ
れ
を
お
さ

W44a

4
wm「
亡

二

おも
L

Y
JJJ一一日比一

ac-
--え
る
よ
う
に
石
を
重
石

間

-1Jr元
民

に
置
く
の
で
あ
る
。

一

ト

恥

部

臨

あ
く
ぼ
が
で
き
て
下

ト
可

ιP
1醐
火
と
な
る
と
ど
ん
ど
ん

jus-轟
歯

圃

た
い
て
火
を
燃
え
た
た

圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

せ
る
の
で
あ
る
。

火
元
の
束
か
ら
は
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
火
の
粉
が

散
る
の
が
花
火
の
よ
う
で
美
し
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
川
で
流
れ
て
死
ん
だ
人
や
無
縁
仏

の
霊
を
慰
め
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
夏
の

夜
の
火
の
祭
典
と
し
て
、
宗
教
的
な
行
事
の
一

つ
と
し
て
親
し
ま
れ
、
近
在
の
人
達
は
、
う
ち

わ
を
片
手
に
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
見
物
に
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

県
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
欲
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
新
た
な
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

中
予
地
区
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
主

催

。

会

場

。
対
象
者

内

一

般

県

民

・

定

員

五

0
2

E

R

O
日
程
及
び
内
容

民

巴

〈

第

一
回〉

割

引

平

成

4
年
9
月
四
日
出
十
四
時
1

日

謁

講

師

内

藤

国

雄

(

棋

士

)

沼

津

演

題

「

わ

が

道

わ

が

人

生

」

悟
刻
〈
第
二
回
〉

型

巴

平

成

4
年
叩
月
日
日
出
十
四
時
1

学

講

師

岡

村

和

夫

涯

(

元

N
H
K
解
説
委
員
長
)

生

「

一

τ
7
2
2旦

度年四成平

愛

媛

県

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

県
民
小
劇
場

演

題

〈
第
三
回
〉

平
成
4
年
ロ
月
5
日
出
十
四
時
1

講

師

鈴

木

啓

一不
(
野
球
解
説
者
)

演
題
「
人
生
投
げ
た
ら
ア
カ
ン
で
」

O
入

場

料

無

料

。

O
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、
「
講
師
名
」
、
「
住
所
」
、
「
氏
名
」
、

「
年
齢
」
、

「性
別
」
、

「職
業
」
、
「
電
話
番
号
」
を
記
入

し
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(
〒
完
一
一
一
松
山
市
上

野
町
甲
六
五

O
番
地
)
ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

(
一
枚
に
つ
き

一
名
)

但
し
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
で
決
定

し
ま
す
。

• 't -
か
ン
生
活
文
化

百

Z

女
性
塾
(
仮
称
)

/

ち

/

発

足

/

去
る
八
月
五
日
町
役
場
に
於
て
、

「
か
わ
う
ち
生
活
文
化
女
性
塾
』
の

開
塾
式
が
行
わ
れ
、
町
内
の
三
十
代

か
ら
四
十
代
の
主
婦
や
会
社
員
な
ど

十
四
名
が
参
加
工
ま
し
た
。

こ
の
女
性
塾
は
、
川
内
固
有
の
資

源
や
特
性
を
活
か
し
、
女
性
の
豊
か

な
感
性
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流
の
場

を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
今
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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体
験
、
社
会
体
験
、
生
活

体
験
な
ど
を
増
や
す
こ
と

で
、
こ
の
よ
う
な
資
質
や

能
力
を
根
づ
か
せ
る
と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
た

c

c

o

o

 

い
ま
ま
で
の
教
育
か
ら
、
個
性
や
創

c

c

o

c

o

o

 

造
性
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教

育
を
目
指
そ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

9月から

|塁
個 週

t五
創 日

器製
高ス
ば タ
す l
教 ト

育"7'1'、‘ / 

狙を
し、

い
よ
い
よ
二
学
期
か
ら
、

d子
校
週
五
日
制
“
が
実
施
さ
れ
て
、
月
一
回

第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

明
治
五
年
に
現
在
の
学
校
制
度
が
で
き
て
以
来
、
一
世
紀
有
余
年
の
長

き
に
わ
た
っ
て
続
い
た
、
週
六
日
制
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま

!υ
れ
九
。

こ
の
制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
で
の
教
育
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
望

ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

学
校
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で

通
う
も
の
||
今
、
こ
の
当
然
の
よ

う
な
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す。幼さ
稚れ月
園る一
、 学 回

小校の
学は学
校、校
、全週

中国五
学の日

刈.tt--校国市Ij
、公が

高 立実
等 の施

学
校
、
盲

・
ろ
う

・
養
護
学
校
で
す
。

ま
た
、
私
立
の
学
校
に
も
で
き
る
だ

け
歩
調
を
あ
わ
せ
る
よ
う
協
力
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
土
曜
日
を
休
み
に
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
全
体
が
多
様
化
し
、
大
き
く

変
化
す
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
、
行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を

育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
実
施
さ
れ
る
か
学
校
週
五
日

制
μ

に
は
、
子
供
た
ち
が
家
庭
や
地

域
社
会
で
の
生
活
時
間
を
使
っ
て
、

違
う
年
齢
の
仲
間
と
の
遊
び
、
自
然

• 

実
施
に
向
け
て
の

H

影
響
と
対
策
H

、令、

文
部
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
実
施
一
緑
と
と
も
に
、
川
の
流
れ
は
私
た

に
向
け
て
、
二
年
前
か
ら
全
国
六
十

~

ち
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ

八
校
を
モ
デ
ル
校
に
し
て
J
研
究
々
一
て
い
ま
す
o

私
た
ち
の
飲
み
水
と
な

を

し

て

き

ま

し

た

。

一

り

、

農

作

物

や

魚

を

は

ぐ

く

み

、

潤

そ
の
結
果
か
ら
、
制
度
の
実
施
に
~
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

よ
る
家
庭
、
学
校
、
地
域
へ
の

w
影
一
し
か
し
、
町
内
の
河
川
は
い
つ
し

響
と
対
策

k
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
か
汚
れ
て
し
ま
い
、
水
と
の
ふ
れ
あ

~
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

古

家

庭

で

は

・・・・・
・
古

夏
に
な
る
と
子
供
達
が
、
カ
ニ
、

子
供
が
親
と
一
緒
に
過
ご
す
な
か
ア
ユ
、
ど
じ
ょ
う
な
ど
を
捕
っ
て
時

で
、
生
き
方
や
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
間
を
忘
れ
、
一
日
中
遊
び
回
っ
て
い
た

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
川
。
今
で
は
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
の
子
供
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
足
は
く
る
ぶ
し

忘①
 

ド
ロ
の
よ
う
な
も
の
が
湧
き
上
が
り
、

異
臭
を
放
た
な
い
ま
で
も
思
わ
ず
鼻

を
ふ
さ
ぎ
た
く
な
り
ま
す
。
大
変
不

愉
快
で
す
。
子
供
を
持
つ
親
た
ち
は
、

「危
い
か
ら
川
で
遊
ん
で
は
い
け
ま

せ
ん
よ
o
」
と
ひ
と
北
日
ま
で
は
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
「
汚
い
か
ら

川
で
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
」
と

言
い
ま
す
。
多
く
の
生
物
が
姿
を
消

し
た
の
と
同
時
に
、
川
か
ら
子
供
の

姿
も
消
え
ま
し
た
。

近
年
、
公
共
用
水
域
(
川
や
海
な

ど
)
の
汚
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
町
内
の
河
川
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

工
場
や
事
業
系
の
排
水
も
そ
う
で
す

が
、
そ
れ
以
上
に
私
達
の
台
所
、
風

呂
な
ど
か
ら
出
る
、
い
わ
ゆ
る
生
活

排
水
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
工
場
や
事
業
系
の

排
水
は
、
排
水
規
制
や
総
量
規
制
な

ど
に
よ
り
対
策
が
な
さ
れ
て
い
る
一

方
、
生
活
排
水
が
野
放
し
状
態
と
な

っ
て
い
る
今
、
固
に
お
い
て
は
水
質

汚
濁
防
止
法
を
一
部
改
正
し
、
生
活

排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
の
防
止
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昔
の
人
は
台
所
か
ら
の
汚
水
を
直

接
排
水
路
に
流
さ
ず
、
処
理
し
て
流①
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①
 

れ
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
子
供
は
学
校
が
休
み
だ

け
れ
ど
も
、
親
が
働
い
て
い
る
た
め

午
前
中
は
子
供
一
人
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、

盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
で
は
、
当
面

の
問
、
休
み
と
な
る
土
曜
日
に
も
、

学
校
を
開
放
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け

家
庭
で
の
負
担
を
少
な
く
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

古
学
校
で
は
・
・
・
・
・
・
古

い
ま
ま
で
六
日
間
で
学
習
し
て
い

た
こ
と
を
五
日
間
で
学
ぶ
こ
と
は
、

か
え
っ
て
子
供
に
負
担
が
か
か
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
で
は
、
授
業

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
や
指
導
方
法

を
工
夫
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

古
地
域
で
は
・
・
・
・
・
・
古

休
み
に
な
っ
て
も
、
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

活
動
の
場
所
が
な
い
。
こ
れ
で
は
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
学
校
に
あ
る
施
設
の

開
放
や
公
共
施
設
の
整
備
・
充
実
を

0 

• 進
め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
人
の
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
周
り
の
大
人
が
い
ろ
い

ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
そ
の
な

か
か
ら
、
子
供
の
自
主
性
に
ま
か
せ
、

責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ま
せ
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

会
食
交
交
交
交
交
交
交
交

学
校
週
五
日
制
は
、
当
分
の
問
、

「
月
一
回
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や

が
て
段
階
的
に
導
入
さ
れ
、
い
つ
の

時
期
に
は
、
完
全
「
学
校
週
五
日
制
」

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
学
校
週
五
日
制
の
定
着
を

図
っ
て
い
く
上
で
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
が
い
ま
ま
で
以
上
に
連
携

を
深
め
、
一
体
と
な
っ
て
問
題
の
解

①
 

決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
工
夫
を
し
て
い
る
所
が
多
く
あ
り

こ
の
た
め
、
川
内
町
で
も
学
校
関
係
ま
し
た
。
農
家
で
は
、
ど
の
家
に
も

者
や
学
識
経
験
者
、
教
育
関
係
団
体
裏
に
小
さ
な
水
溜
め
を
設
け
、
台
所

の
代
表
者
等
で
構
成
す
る
学
校
週
五
や
風
目
か
ら
の
排
水
は
す
べ
て
こ
こ

日
制
推
進
委
員
会
(
構
成
員
十
二
名
)
に
流
し
て
汚
濁
物
質
を
沈
澱
さ
せ
、

を
設
置
し
、
去
る
七
月
九
日
町
中
央
沈
澱
し
た
汚
濁
物
は
農
作
物
に
有
効

公
民
館
で
関
か
れ
た
初
会
合
で
は
、
に
利
用
し
て
、
浄
化
さ
れ
た
水
を
川

学
校
外
活
動
の
場
や
機
会
の
充
実
を
や
田
へ
と
流
し
て
い
ま
し
た
。

図
る
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
~
水
質
汚
濁
防
止
に
は
、
法
律
に
よ

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
又
、
町
内
一
り
規
制
す
る
事
も
大
切
な
こ
と
で
す

各
小
中
学
校
で
は
、
学
校
週
五
日
制
~
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
こ
と
は
、

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
一
私
達
一
人
ひ
と
り
が
水
の
汚
れ
を
最

れ
、
よ
り
効
果
的
な
実
施
を
め
ざ
し
一
小
限
に
止
め
る
努
力
を
す
る
こ
と
で

て
お
り
ま
す
。
(
注
、
ア
ン
ケ
ー
ト
~
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
在
町
教
一
日
常
生
活
が
使
利
に
な
れ
ば
な
る

育
委
員
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
集
一
ほ
ど
二
人
が
水
を
汚
す
割
合
が
大
き

計
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次
回
に
お
~
く
な
り
、
自
然
の
持
つ
自
浄
作
用
だ

知

ら

せ

し

ま

す

。

)

一

け

で

は

到

底

汚

れ

を

浄

化

す

る

こ

と

『
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

社
会
全
体
で

~

J

人
寸

~
今
一
度
、
水
と
人
と
の
か
か
わ
り

子
供
た
ち
を
見
守
ろ
う
一
合
い
に
つ
い
て
二
人
ひ
と
り
が
考
え

こ
の
制
度
の
実
施
に
当
つ
て
は
、
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

ま
だ
ま
だ
不
安
な
点
も
あ
り
、
問
題
し
よ
う
か
。

も
い
ろ
い
ろ
と
生
じ
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
休
日
が
増
え
る
生
活
排
水
と
は

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
た
ち
の
生
活
生
活
排
水
と
は
、
し
尿
と
日
常
生

が
活
気
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
活
に
伴
っ
て
排
水
さ
れ
る
台
所
、
洗

社
会
全
体
で
見
守
り
、
対
策
を
考
え
濯
、
風
呂
な
ど
か
ら
の
排
水
を
い
い

て

い

き

ま

し

ょ

う

。

生

活

排

水

の

う

ち

し

尿

を

除

い

た

も

e x の
を
生
活
雑
排
水
と
い
い
ま
す
。

一
日
あ
た
り
川
内
町
の
全
域
か
ら

排
出
さ
れ
る

B
O
D
汚
濁
負
荷
重
の

合
計
は
、
二
七

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
に

な
り
、
そ
の
う
ち
生
活
雑
排
水
に
よ

る
も
の
が
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

し
尿
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
未
処

理
の
ま
ま
で
の
放
流
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
く
み
取
り
ゃ
、
し
尿
浄
化
槽
な

ど
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
台
所

な
ど
の
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
は
、

合
併
浄
化
槽
(
し
尿
と
生
活
雑
排
水

を
合
わ
せ
て
処
理
す
る
施
設
)
の
設

置
を
除
く
と
、
未
処
理
の
ま
ま
川
に

流
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
生
活

雑
排
水
の
処
理
が
川
の
水
質
を
{
寸
る

た
め
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

B
O
D
と
は

B
O
A
D
と
は
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
、
単
位
時
/
t
(
酬
)
水
中
の
有

機
物
(
汚
れ
)
が
微
生
物
の
働
き
で
分

解
さ
れ
る
と
き
に
消
費
さ
れ
る
酸
素

の
量
の
こ
と
で
す
。
こ
の
汚
れ
が
大

き
く
な
れ
ば
そ
れ
だ
け
酸
素
要
求
量

が
多
く
な
る
の
で
、

B
O
D
値
は
大

き
な
数
字
に
な
り
ま
す
。
逆
に
き
れ

い
な
水
は

B
O
D
値
が
そ
れ
だ
け
小

さ
く
な
り
ま
す
。

-7 
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ム7/17道路開通を記念して、道路まつりが

新横河原橋で行われ、玉串を捧げる

森町長

祝
国
道
刊
号
重
信
道
路

間
開
通

ム7/24
重信町町民会館で行われた

竣工式で祝辞を述べられる

伊賀県知事

ー
開
通
記
念

道
路
ま
つ
り
|

hv
新
横
河
原
橋
上
で
行
わ
れ
た
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
で
ハ
サ
ミ
を
入
れ

る
代
表
者
の
皆
さ
ん

7パ7

ム橋名除幕式で児童代表として

幕綱を引く川内保育園児
しんよこがわらばし

橋名『新横河原橋」一

kv
神
官
の
先
導
に
よ
り
、
茶
堂
の

武
田
喜
夫
さ
ん
親
子
三
世
代
家

族
を
は
じ
め
約
六
O
O名
余
り

の
参
加
者
全
員
で
渡
り
初
め
し

ま
し
た
。

虫
夏
季
大
学
を
終
え
て

-8-

『
人
生
み
な
恩
人
』

去
る
八
月
二
日
、
町
中
央
公
民
館

大
ホ

l
ル
に
於
て
、
漫
画
界
を
代
表

す
る
富
永

一
朗
さ
ん
を
迎
え
夏
季
大

学
が
開
か
れ
ま
し
た
。

富
永
さ
ん
は
、
元
小
学
校
教
師
と

い
う
異
色
に
加
え
、
幼
い
頃
父
親
を

亡
く
す
な
ど
苦
難
の
人
生
を
歩
ん
で

こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
「
今
日
、
漫

画
家
と
し
て
成
功
し
た
の
も
、
す
べ

て
皆
さ
ん
の
お
陰
、
人
生
み
な
恩
人

で
あ
る
」
と
、
ま
る
で
苦
労
人
を
感

じ
さ
せ
な
い
ユ
ー
モ
ア
と
セ
ン
ス
あ

ふ
れ
る
話
し
ぶ
り
に
満
員
の
会
場
は
、

終
始
笑
い
の
渦
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

主慌川内町・ J'i内趨j椋 筒証開芦 2丸山い円

， 
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ム7122姉妹町提携し、交流を深めている
島根県木次町農業委員会委員一行
18名が当町を訪ずれ、カントリー
エレベーターや塩ケ森ふるさと公
園を視察研修を行いました。

ー
交
流
を深

め
る
|

ム
mm
川
内
保
育
園
で
第
十
八
回
七
夕
の

8
集
い
が
行
わ
れ
、
保
育
園
児
と
そ

の
父
母
や
地
域
の
方
々
、
約
六

O

O
名
余
り
が
参
加
し
、
夜
底
コ
ー

ナ
ー
や
、
打
上
げ
花
火
に
真
夏
の

夜
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

ー
子
供
達
の

夏
が
来
た
|

ム7125地区公民館役員や体育指導員ら
約50名が塩ケ森展望台広場で、
J"iーベキューを囲んで親睦を深
めました。

ハ
ツ
ケ
ヨ
ー
ィ
、
ノ
コ
ツ
タ
/

ム
日
東
中
村
教
育
集
会
所
で
七
夕

祭
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
子
供

相
撲
大
会
や
バ
ザ
ー
な
ど
の

催
し
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

O 今記身阪
名年念のず今
がもし小こもか
参地:て松1うら
加域行 }/I~で約
しのつ良引古 ー
ま子で右躍五
し{共い衛えし O
た達子門tIL年

去さ当前
約三、ん町
四¥を出大

子松
供)11 

相記
撲念
大
A.. 
:n: • 

e 
て

H

健
康
づ
く
り
は

ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
H

去
る
八
月
二
日
早
朝
、
川
中
体
育

館
で
健
康
ラ
ジ
オ
体
操
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
関
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
町
民

の
健
康
守
つ
く
り
の
た
め
、
誰
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に
で

き
る
運
動
と
し
て
ラ
ジ
オ
体
操
を
普

及
さ
せ
よ
う
と
、
町
と
教
育
委
員
会

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
も
、
熱
心
な
親
子
連
れ
や
お

年
寄
り
な
ど
大
勢
の
町
民
が
参
加
し
、

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
の
築
山
勉

先
生
か
ら
、
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操
の

仕
方
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
、
き
わ

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

9 
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|教育委員会|

み
ん
怠
の
幸
せ
を

同和教育

8/9第15回川内町同和教育研究大会で

講演を行う同省吾先生

願
っ
て

|

|
言
語
認
識
と
社
会
認
識
に
つ
い
て
|
||

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
認
識
を
高
め
る
た
め
に
は
、

①
自
分
の
思
い
や
考
え
を
自
ら
主

張
で
き
る
子
ど
も
。

②
学
習
の
問
題
を
意
識
し
、
そ
れ

を
進
ん
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
子
と

O
 

J
b
 

同
和
教
育
の
大
会
に
は
、
大
き
な

大
会
と
し
て
は
、
愛
媛
県
同
和
教
育

研
究
大
会
・
四
国
地
区
同
和
教
育
研

究
大
会
・
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会

等
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
会
に
参
加
し
ま
す
と

就
学
前
教
育
分
科
会
か
ら
大
学
教
育

分
科
会
ま
で
、
十
以
上
の
分
科
会
に

別
れ
て
提
案
者
、
司
会
者
、
助
言
者

等
の
方
々
で
討
議
を
深
め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
言
語
認
識
、
社
会
認

識
分
科
会
は
教
育
内
容
を
示
し
て
い

ま
す
。言

語
認
識
と
は

言
語
は
思
想
や
感
情
を
他
に
伝
え

る
た
め
、
ま
た
他
か
ら
受
け
と
り
、

自
分
の
も
の
に
す
る
た
め
の
最
も
基

礎
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
話
し
、
聞
き
、
読

み
、
書
き
す
る
基
礎
能
力
を
つ
け
る

生
活
や
教
育
の
場
を
保
障
し
、
思
考

力
・
創
造
力
・
社
会
的
能
力
を
つ
け

昔
か
ら
の
差
別
に
よ
り
、
同
和
地

区
の
子
ど
も
た
ち
は
社
会
現
象
に
対

す
る
科
学
的
な
見
方
・
考
え
方
の
基

礎
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
同
和
問
題
を
自
ら

の
問
題
と
し
て
発
見
し
、
差
別
の
事

実
を
と
ら
え
、
そ
の
矛
盾
を
き
び
し

く
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

た
と
え
ば
、
自
分
た
ち
の
地
区
は

な
ぜ
昔
は
道
路
が
狭
か
っ
た
り
、
家

屋
が
密
集
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
歴
史

的
、
社
会
的
背
景
の
中
で
見
つ
め
、

認
識
し
、
そ
の
根
源
で
あ
る
差
別
の

解
消
へ
と
向
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り

こ
の
よ
う
な
認
識
を
社
会
認
識
と
い

わ
れ
ま
す
。

③
語
い
を
広
げ
、
そ
れ
を
生
活
の

場
で
正
し
く
豊
か
に
使
用
し
、
自
分

の
ね
が
い
を
実
現
で
き
る
子
ど
も
。

に
し
て
い
く
こ
と
等
が
必
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
同
和
地
区
の
子
ど

も
達
に
は
、
差
別
の
結
果
と
し
て
こ

う
し
た
力
が
十
分
保
障
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
り

自
ら
を
解
決
し
、
地
区
を
解
放
し
て

い
く
力
強
い
人
間
に
育
て
ら
れ
る
こ

と
は
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
と
考
え

ま
す
。

こ
の
意
識
に
た
つ
こ
と
を
言

語
認
識
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。

社
会
認
識
と
は



ー

叩

…
 

叩四

一一
明

一
こ
の
ま
え
わ
た
し
は
、
そ
う
じ
の

一
お
わ
り
ご
ろ
、
く
つ
ば
こ
で
く
つ
を

却
は
き
か
え
て
い
た
ら
、

A
く
ん
が
わ

品
た
し
の
お
な
か
を
た
た
き
ま
し
た
。

一
わ
る
く
ち
を
い
っ
て
な
い
の
に
た

岬
た
き
ま
し
た
。
そ
う
と
う
い
た
か
っ
た

品
で
す
。
と
て
も
い
や
な
き
も
ち
が
し

…
ま
し
た
。
そ
う
じ
を
し
て
き
も
ち
ょ

叩
く
か
え
っ
て
き
て
い
た
の
に
、
い
つ

品
ぺ
ん
に
い
や
な
き
も
ち
に
な
り
ま
し

判

事

一

O

四
丈

吋
わ
た
し
は
、
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ぶ

品
と
き
、
お
も
し
ろ
く
し
て
あ
そ
び
ま

一
す
。
け
ん
か
を
し
た
ら
、
い
や
な
き

一
も
ち
に
な
る
し
、
せ
っ
か
く
あ
そ
ん

刊
で
い
る
の
に
、

一

「
も
う
、
こ
ん
で
え
え
よ
o
」

叩
と
い
い
あ
い
に
な
る
か
ら
で
す
。
け

同
ん
か
を
す
る
と
、
と
も
だ
ち
も
へ
る

四
し
、
と
も
だ
ち
が
へ
る
と
い
や
だ
か

い
や
だ
っ
た
こ
と

111 

宮ま
内学

以

里
年

渉

• ら
け
ん
か
は
き
ら
い
で
す
。

わ
た
し
に
は
、
い
っ
ぱ
い
と
も
だ

ち
が
い
ま
す
。
と
も
だ
ち
と
あ
そ
ん

で
い
る
と
き
は
、
お
も
し
ろ
い

し
、

た
の
し
い
で
す
。
で
も
A
く
ん
は
、

B
く
ん
と
よ
く
け
ん
か
を
す
る
し
、

C
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
い

る
と
き
は
、
ほ
か
の
ひ
と
を
な
か
ま

は
ず
れ
に
し
た
り
し
ま
す
。
な
か
ま

は
ず
れ
に
さ
れ
た
ひ
と
が
か
わ
い
そ

う
で
し
た
。
そ
れ
に
、
と
も
だ
ち
に

い
じ
わ
る
を
し
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
と

も
だ
ち
が
へ
る
か
ら
、

A
く
ん
も
か

わ
い
そ
う
だ
と
お
も
い
ま
す
。

ほ
か
の
ひ
と
が
な
か
ま
は
ず
れ
に

さ
れ
て
い
た
と
き
、
わ
た
し
は
、
ほ

ん
と
う
は
と
め
た
か
っ
た
け
ど
、

A

く
ん
が
ひ
ど
く
し
て
い
た
の
で
ち
ょ

っ
と
こ
わ
く
て
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
わ
り
に
は
、
ゎ

刷
岬

た
し
の
ほ
か
に
ひ
と
が
い
な
か

っ
た
聞

の
で
、
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

で
も
、
一

こ
れ
か
ら

ι、
も
し
川
じ
め
ら
れ
て
一

い
る
ひ
と
が
い
た
ら
、
ゅ
う
き
を
だ
却

し
て
と
め
よ
う
と
お
も
い
ま
す
。

一

ひ
と
り
が
む
り
だ
っ
た
ら
、
と
も
目

だ
ち
を
よ
ん
で
き
て
と
め
よ
う
と
お
品

も
い
ま
す
o
そ
う
し
た
ら
、
い
じ
め
ら
一

れ
て
い
る
ひ
と
も
、
よ
か

っ
た
な
と
叩

お
も
う
と
お
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
叩

ん
ど
は
、
な
か
よ
し
の
ひ
と
が
た
く
一

さ
ん
に
な
る
か
ら
、
う
れ
し
い
と
お
山

も
い
ま
す
。

品

く
ら
す
の
み
ん
な
が
な
か
よ
く
し
一

て
ほ
し
い
と
お
も
い
ま
す
。
よ
く
.
、
一

せ

ん

せ

い

に

、

時

「
O
O
ち
ゃ
ん
が
、
な
に
も
し
な
い
一

の
に
た
た
く
o
」

一

と

か

、

同

「
O
O
く
ん
が
、
ば
か
い
う
た
o

」

一

と
か
、
い
や
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
一

り
ま
す
。
い
や
な
こ
と
が
す
こ
し
ず
叩

つ
へ
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
な
と
お
も
一

い
ま
す
。
き
っ
と
み
ん
な
も
い
い
き
叩

も
ち
に
な
る
と
お
も
い
ま
す
。
に
こ
刊

に
こ
が
お
が
ふ
え
る
と
お
も
い
ま
す
。
一

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
と
も
だ
ち
と
一

な

か

よ

く

し

た

い

で

す

。

同

叩

読書感想文司

募集

• 
読
書
活
動
推
進

事
業
と
し
て
、
日

頃
読
ん
だ
本
の
中

で
、
特
に
感
銘
を

受
け
た
本
の
感
想

文
を
次
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

一
、
部
門
及
び
応
募
資
格

O
小
学
校
低
学
年
の
部

町
内
小
学
校

一・

二
・

三
年
生

O
小
学
校
高
学
年
の
部

町
内
小
学
校
四

・
五

・
六
年
生

O
中
学
校
の
部
川
内
中
学
校
生
徒

O
一
般
の
部
町
内
在
住
の
一
般
町

民
(
高
校

・
大
学
生
を
含
む
)

二
、
課
題
図
書

感
想
文
の
対
象
と
な
る
本
の
種
類

は
間
い
ま
せ
ん
。

三
、
応
募
作
品

応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

四
、
応
募
用
紙

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

(
小
学
生
は
三
枚
以
内
)
と
し
、
第

一
行
日
に
『
私
の
感
銘
を
受
け
た
本
』

と
書
き
、
次
の
行
に
書
名
、
著
作
名
、

jj 
R 発

行
所
名
を
書
く
。
な
お
、
職
業
(
学

校

・
学
年
)
、
氏
名
、
年
齢
、
住
所

を
必
ず
書
い
て
下
さ
い
。

五
、
提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先

平
成
四
年
十
月
二
十
日
ま
で

川
内
町
中
央
公
民
館
事
務
局

六
、
審
査
と
入
選

応
募
作
品
は
審
査
の
上
、
各
部
門

と
も
入
選
三
点
以
内
、
佳
作
三
点
以

内
と
す
る
。

な
お
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

七
、
発
表
と
表
彰

入
選
者
は
広
報
で
発
表
し
、
本
人

に
通
知
の
う
え
賞
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。

な
お
、
表
彰
式
は、

平
成
四
年
度

読
書
活
動
研
究
集
会
(
十

一
月
十
五

日
予
定
)
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

-11 



え
ひ
め
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
て

今
か
ら
三
十
年
ぐ
ら
い
前
だ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
パ
ス
の
中
で、

着
古
し
た
法
衣
を
身
に
つ
け
た
方
が
、

「
今
は
文
化
、
文
化
と
、
総
て
が
便

利
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
何
十

年
も
す
る
と
大
変
な
事
に
な
る
よ
。

文
化
の
み
か
え
り
が
来
る
。
人
聞

社
会
が
、
地
球
が
大
あ
わ
て
に
な

る
時
が
来
る
よ
o
」

と
、
隣
り
合
わ
せ
た
お
坊
さ
ん
か
ら

聴
い
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
何
十
年
過
ぎ
た
今
、
そ

の
お
坊
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
、

「環
境
を
守
ろ
う
・
地
球
を
守
ろ
う
」

が
合
言
葉
に
な
り
、
大
変
な
こ
と
に

九
日
。
れ
ゾ
キ
4F1ν
れ
ん
。

先
日
の
七
月
三
十
日
、
県
民
文
化

会
館
で
え
ひ
め
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
地
球
に
や
さ

し
い
入
手
つ
く
り
」
の
講
演
や
事
例
発

表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

が
あ
り
、
川
内
町
婦
人
会
か
ら
八
名

が
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

石
川
県
栄
養
士
会
の
椛
元
貞
枝
先

生
は
、
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
の
事
例

発
表
を
さ
れ
ま
し
た
。
エ
コ
と
は
、

エ
コ
マ

l
ク
の
エ
コ
で
「
地
球
へ
の

思
い
や
り
は
家
庭
か
ら
」
と
い
う
ク

ッ
キ
ン
グ
で
す
。

汚
水
は
台
所
か
ら
出
て
い
ま
す
。

そ
の
汚
水
を
少
な
く
し
、
ゴ
ミ
を
少

な
く
す
る
調
理
方
法
の
研
究
推
進
で

し
た
。

O
鮭
は
一
尾
全
部
が
使
え
ま
す
。

ひ

ず

頭
の
鼻
先
を
氷
頭
と
い
い
、
氷
頭

な
ま
す
は
珍
味
で
す
。
中
骨
は
日比
布

巻
に
す
る
と
、
骨
も
食
べ
ら
れ
ま
す
。

残
し
が
ち
な
皮
は
、
お
ろ
し
和
え
に

し
ま
す
。

O
落
し
蓋
を
使
う
と
煮
汁
が
少
な
く

て
清
み
ま
す
。

煮
汁
を
全
体
に
い
き
わ
た
ら
せ
、

材
料
が
お
ど
ら
ず
、
形
が
く
ず
れ
に

く
く
な
り
ま
す
。
煮
汁
の
上
に
浮
き

上
が
る
材
料
を
、
押
さ
え
る
役
目
も

し
ま
す
。
長
時
間
煮
る
時
や
、
く
ず

れ
易
い
材
料
を
使
う
時
は
、
紙
蓋
(
和

紙
・
パ
ラ
フ
ィ
ン
紙
)
や
、
布
蓋

• 

(ガ

l
ゼ
・
さ
ら
し
)
を
し
ま
す
。

O
米
を
洗
わ
な
い
で
調
理
で
き
ま
す
。

ピ
ラ
フ
や
リ
ゾ
ッ
ト
(
米
を
ス
ー

プ
で
煮
た
洋
風
料
理
)
は
、
米
を
洗

わ
ず
に
使
え
る
の
で
、
と
ぎ
汁
を
出

さ
ず
に
済
み
ま
す
。

等
々
の
地
球
に
や
さ
し
い
料
理
の

工
夫
を
普
及
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

又
、
企
業
で
も

H

環
境
に
や
さ
し

く
u

と
頑
張
っ
て
い
る
が
、
企
業
だ

け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
大
勢

の
女
性
の
問
題
と
し
て
考
え
て
欲
し

い
。
化
粧
品
に
し

て
も
新
製
品
を
喜

び
、
容
器
も
美
を

運
ぶ
。
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
:
。
と
叱

ら
れ
ま
し
た
。

又
、
今
は
親
の

心
が
壊
れ
て
い
る
。

原
点
は
親
か
ら
、

家
庭
か
ら
だ
。

「
あ
な
た
に
と
っ

て
出
来
る
事
は
、

空
缶

一
つ
拾
う

事
か
ら
だ
よ
。
」

と
子
供
に
教
え
て

地球f:ゃ?!、、料理、;)工夫 {素材編)

すてられても不思議でないもの!こもちょっと務加えて

い
く
べ
き
で
あ
る
:
・
と
。

子
供
達
に
体
験
を
さ
せ
、
体
で
覚

え
る
環
境
学
習

・
人
、
つ
く
り
を
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
言
う
話
し
合
い

で
終
わ
り
ま
し
た
。

私
達
は
、
環
境
破
壊
者
に
な
っ
て

い
る
:
:
:
と
い
う
考
え
で
毎
日
の
生

活
を
反
省
す
べ
き
で
す
。
冷
房
温
度

を
皆
が

一
度
上
げ
て
我
慢
す
れ
ば
、

環
境
は
随
分
救
え
ま
し
ょ
う
。
実
践

し
た
い
も
の
で
す
。
他
、
諸
々
の
生

活
に
つ
い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
の
工
夫

t位、わたに.制〈切ったい

かと塩をよく 111ぜ合わせ.

時々かきはtぜて i週間おく l

の皮O
ぜん切りにしてからぬげに 焼いて必ろし掛Iえにする.

tる.

で
地
球
に
や
さ
し
く
な
り
ま
す
。

環
境
は
先
祖
か
ら
の
借
り
物
で
す
。

借
り
物
だ
か
ら
、
汚
し
た
り
、
壊
し

た
り
し
な
い
で
、
き
れ
い
な
環
境
を

子
孫
に
返
し
て
あ
げ
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

(
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ブ
ッ
ク
を
貸

し
出
し
ま
す
。
お
電
話
下
さ

い
。

山
本
)

C
U
ハhul--の
L
q
u
ハU
'
i

鋼11
せん切りにし、から均(1.椅 4<気をとり から仰げする.

とかした.'!lil'輸をからめる.

，q\町中 ff~ Lょう巾み ，)ん

に漬けてn!!で偽げる。
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噌. 

• 

ー
ク
ル
紹
介

一
教
室

五
年
四
月
に
発
足
し

川
、
今
年
で
十
二
年

し
た八

名
、
女
性
二
十
五

一一名
の
会
員
を
有
し

は
十
歳
か
ら
八
十

一

ま
で
す
。
独
立
書

り
又
、
毎
日
書
道

白
形
重
男
先
生
の

て
い
ま
す
が
、
初

入
選
、
入
賞
、
毎
日

等
の
熟
練
者
ま
で

※障害者雇用継続助成制度のお知らせ※

• 

企
業
が
、
中
途
障
害
者
(
在
職
中
に
労
働
災

害
、
交
通
事
故
、
疾
病
等
の
原
因
で
障
害
者
に

な
っ
た
方
)
の
雇
用
を
継
続
す
る
た
め
、
作
業

施
設
、
設
備
の
改
善
や
必
要
な
職
場
適
応
措
置

を
行
な
う
場
合
、
企
業
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金

の
制
度
で
あ
り
ま
す
。

一
、
助
成
金
の
種
類
及
、
び
支
給
額

付
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成
金

〈第

一
種〉

施
設
や
設
備
の
設
置
、
整
備
に
要
す
る

費
用
の

2
/
3

限
度
額
は
、

一
人
に
つ
い
て
四
五

O
万

円〈
第
二
種
〉

施
設
や
設
備
の
設
置
、
整
備
に
要
す
る

費
用
の

2
/
3

限
度
額
は
、
一
人
に
つ
い
て
二
O
万

円

口

uハU

(
3
年
)

q
d
 

口
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成
金
日
川

重
度
中
途
障
害
者
一
人
に
つ
い
て
、
月

Q
d

三
万
円
(
年
三
六
万
円
)
3
年

。

~

二
、
申
請
の
期
限

口
u

中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
し
た
日
か
ら
三

1

ヶ
月
以
内
。

日
凡

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

Q
U

所
、
又
は
、
当
協
会
に
ご
照
会
下
さ
い
。

初
愛
媛
県
心
身
障
害
者
一雇
用
促
進
協
会

T
E
L
三
一
|
七
二
三 S 

K 

間月促進障害者雇用

“もう一人あなたの職場に障害者"

q
J
 



れ

金

帽、
ι醐世あれ

年「
老
齢
基
礎
年
金
」

繰
上
げ
請
求
は

慎
重
に
y

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
六
十

五
歳
か
ら
で
す
が
、
本
人
の
希
望
に

よ
り
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な

る
ま
で
の
問
で
も
、
年
金
を
受
け
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
繰

上
げ
請
求
」
と
い
い
ま
す
が
、
繰
り

上
げ
て
年
金
を
受
け
る
と
、
年
金
額

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
減
額
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
が
停
止
さ
れ
る
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
と
不
利
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

繰
上
げ
請
求
を
し
た
後
に
は
、
取
消

や
変
更
を
す
る
こ
と
は
、
で
き
ま
せ

ん。
今
や
人
生
八
十
年
時
代
。
長
い
年

繰上げ請求はこんなに不利

年金が減額される
支給される割合は、 65歳になっても変

わらず、一生減額されたままです O

陣容ー基礎王手金が受け 万が一障害者になっても、障害基礎年

られない 金は受けられません O

遺族厚生存ー金などは 65歳までは、遺族(共済)厚生年金か

一緒に受けられない 老齢基礎年金のどちらか一つしか受け

られません O

特別支給の老齢厚生 65歳になるまで、特別支給の老齢厚生

年金が支給停止され (退職共済)年金が支給停止になりま

る す。

会社に勤めると、老 就職して厚生年金に加入すると、退職

齢基礎年金が支給停 又は65歳になるまで老齢基礎年金が支

jとされる 給停止になります。

請求時の

年齢と減額率

ポ柔
上
~j' 

ム ム L ム ム

壬日求主月

ノ、 ノ、 ノ、 ノ、 ノ、
し

四 O 
歳 歳 歳 歳 歳

た
と
き
。〉

年齢

O O O O O i成

四
額

O J¥ 五
率

金
生
活
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
得

と
は
一
言
、え
ま
せ
ん
。
繰
上
げ
請
求
は

慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

• 

の
し

税関
A フコンドQ 

固
定
資
産
税
が
急
に

高
く
な
っ
た
の
で
す
が

私
は
、
昭
和
六
十
三
一

年
九
月
に
住
宅
を
新
築

し
ま
し
た
が
、
平
成
四

年
度
分
か
ら
税
額
が
急
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

14 

新
築
の
住
宅
に
対
し

て
は
、
三
年
間
の
固
定

資
産
税
の
減
額
制
度
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
二
疋
の
要
件
に

あ
た
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資
産

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年

度
か
ら
三
年
度
分
に
か
ぎ
り
、
税
額

が
二
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
は
、
平

成
元
・

一
一
・二
一
年
度
分
に
つ
い
て
は

税
額
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
て
い

た
わ
け
で
す
。

な
お
、
三
階
建
以
上
の
中
高
層
耐

火
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ニ
疋
の
要
件

に
あ
た
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

年
度
か
ら
五
年
度
分
に
か
ぎ
り
、
税

額
が
二
分
の

一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

g /:~ 
閉すナ岸川
乏し築
官 τm
Z主/;):イ室

戸主 宅
卓也

め
減
額
制
点
ぽ
か

山
引

fH
げ
匂
れ

7

い
ユ
A
F
寸

dJ



刷.'

• 

保
だ
よ
り

所
得
割

世
帯
の
収
入
に
応
じ

て
計
算
す
る
。

保
険
税
の
決
め
か
た

平
等
割

一
世
帯
に
い
く
ら
と

計
算
す
る
。

基
本
的
に
は
、
次
の
方
法
で
計
算

さ
れ
た
合
計
が
一
年
間
の
保
険
税
で

す
が
、
そ
の
年
の
医
療
費
の
伸
び
ゃ

市
町
村
の
実
情
に
よ
っ
て
変
動
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

途中加入・脱退
の場合の保険税

保険税は
資格ができた
その月から

保険税の納付は
期日内に

均
等
割

加
入
者
数
に
応
じ
て

計
算
す
る
。

資
産
割

世
帯
の
資
産
に
応
じ

て
計
算
す
る
。

年度の途中で国

保に加入したいと

きは、加入した月

から月割で計算さ

れます。また、途

中で国保をやめた

ときは、やめた月

の前月までの保険

税の分が月割で計

算されます。

国保の資格は、

他市区町村から転

入してきたときは

その日から、他の

健康保険をやめて

国保に加入すると

きは翌日から発生

します。届け出が

遅れるとその分ま

でさかのぼって負

担しなければなり

ません。

題け出は早めに

すませましょう。

特別な浬白なく

保険税を滞納して

いる場合には 、保

険証の返還や給イヲ

の差しとめなどの

措置を受けること

があります。

このようなこと

のないように、保

検税は、期日内に

納めましょう。

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
は

年
金
住
宅
融
資
で

愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会
は
「
年
金

住
宅
融
資
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方
現
在
厚
生
年
金
保

険
の
加
入
者
で
、
加
入
期
間
が
三

年
以
上
あ
る
方

資
金
の
使
い
み
ち
新
築
住
宅
・
マ

ン
シ
ヨ
ン

・
建
売
住
宅
、
中
古
住

宅
の
購
入
お
よ
び
増
改
築
な
と
の

住
宅
改
良
資
金

融
資
金
額

i
所
要
資
金

の
八
十
%
以

内
で
、
最
高

一
千
九
百
四
十
万
円

ま
で
(
老
人
・
身
障
者
同
居
と
住

宅
ケ
ア
の
割
り
増
し
あ
り
)

融

資

利

率

年

五

・
三
O
%
(
一
般

貸
付
V

返
済
方
法
元
金
均
等
返
済
・
元
利

均
等
返
済
の
選
択
が
で
き
る
c

返
済
期
間
住
宅
の
種
類
に
よ
っ
て

五
年
か
ら
=
一
十
五
年

受
付
期
限
|
九
月
十

一
日
幽
ま
で
の

τ了
{
疋

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

(
2
4
1
・
ワ

6
6ワ
)
ま
で

9月ごみ収集計画清揮センター2線662Z
収集曜日 ヰ又 集 I也 域 収集日又は収集変更臼

月・木
東谷 ・西谷(井内を除く)

土谷.i削 11・天神・鳥の子・横灘団地 変更なし
D'零h 

骨組】，.阿晶'仲骨骨骨組ーー--・白
木 井内

火・金 北方・南方
9月15日仰を 9月16日(別に収集+-_._--.場停母"'町一ー・・+._--- ・・・----------------------------・ー-------.-ー--------・・

週
火 奥松瀬川

水 ・土
前松瀬川(鳥の子を除く)

9月23日(水lを9月24日(ねに収集
町筋(天神を除く)

もえるごみ

-x 毛え存じごみ

収集地域 力フス.~きヒン業員 きをき缶等金物類 粗大ゴ 句、、、

東谷・西谷(井内を除く)
9月14日(月) 9月28日(月) 次回は12月です

天神・鳥の子・績瀬団地

北方・南方・奥松瀬川 9月8日制 9月22日(火) 次|凶は12月です

北松瀬J11 (鳥の子を除く)
9月9日(水j 9月26日仕) 次回は12月です

町筋(天神を除く)

井内・土谷・滑111 9月10日(桐 9月24日同 次回は12月です

E
 

寸台所の生ゴミは、水分をよく切ってから出すように山ガけましよう 11>

に
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• 
白賠責保険(共済)に加入しよう

バイクをなくそうキャンぺーン無保険(無共済)

「小さなバイクだから」

とい'った油断は禁物 1

• 
起こさないから」などといった油断は

禁物です。

無保険(無共済)バイク対策協議会

では、毎年 9月に「無保険(無共済)

バイクをなくそうキャンペーン」を実

施し、白賠責保険(共済)への加入促

進を図っています。不慮の事故に備え

て、必ず自賠責保険(共済)に加入し

ましょう。

加入手続きは、最寄りの損害保険会

社や代理庖(バイクの販売庖)、農協(JA)などでで

きます。

バイクによる事故例

少年A:tt(16歳)は、無保険のバイ

クで制駿速度を25キロ超える時速55キ

ロで走行し、道路横断中の男性(56歳)

をはねて、~亡させてしまいました。

加害者となったA君は、El賠責保検

(共済)に加入していなかったために、

損害結償の 2，369万円を、すべて負控

しなければならなくなりました。

無保険(無共済)

ミニバイク (50cc以下の原動機{寸自

転車)や、250cc以下の小型バイクには

車検制度はありませんが、自動車と同

じように自賠責保険(共済)への加入

が義務づけられています。もし保険に

加入していなければ、バイクの運転は

禁止されます。違反すると 6か月の懲

役、または 5万円以下の罰金が科せら

れます。

自賠責保険(共済)に加入していれ

ば、万ーの事故のときに効力を発揮します。人身事

故を起こした場合には、死亡時 3，000万円、傷害時

120万円を最高限度額として保険金(共済金)が支

払われます。もし、自賠責保険(共済)に加入せず

に事故を起こしたら、多額の賠償金をすべて自分で

負t旦しなければなりません。

ミニハイクや小型バイクを買ったときは、必ず白

賠責保険(共済)に加入してください。

.保険の契約期限は切れていませんか.

ミニバイクや小型バイクを買ったときに白賠責保

険(共済)に加入しでも、契約期限が切れ、契約の

更新を忘れてしまう人が少なくありません。ステッ

カーに表記してある契約期限を確かめましょう O も

し、期限切れになっていたら、新たに加入手続きを

してください。「小さなバイクだからI自分は事故を

警
察
官
募
集

平
成
四
年
度
愛
媛
県
警
察
官

(
高
校
卒
程
度
)
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

O
受
付
期
間

9
月
凶
日
制
1
叩
月
9
日
幽

O
受
験
資
格

昭
和
的
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

田
年
4
月
l
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
。
た
だ

し
、
大
学
(
短
大
を
除
く
)
卒
業

者
を
除
く
。

。
試
験
日
・
場
所

叩
月
凶
日
間
松
山
東
警
察
署

O
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
警
察
本
立
正
言
務
謀
人
事
係

T
E
L

四
一
1
1

0

一
一一

内

線

二

三

O
五
・

二
三

O
六

最
寄
り
の
警
察
署
、
派
出
所
、

駐
在
所
へ

P
0
 

1
Eム

第
m
U
回

町
民
大
運
動
会

9
月
6
日
間

9
月
役
場
は

第己

土曜日

百
日
と

第 4
土曜日

白
日
が

休
み
で
す
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• 

ー
ハ赤
十
字
募
金

「
H
Uご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
五
月
を
中

心
に
社
員
増
強
運
動
期
間
と
し
て
、

皆
様
か
ら
の
こ
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
川
内
分
区
に
お
き
ま

し
て
も
、
今
年
度
の
目
標
額
を
上
回

る
、
百
一二
十
七
万
五
千
二
百
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か

い
善
意
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上

固

9月健康センターだより

〈
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
金
報
告
》

総
額
百
三
十
七
万
五
千
二
百
円

(
内
訳
)

一
般
社
資

法
人
社
資

げ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
期
間
中
、
ご
多
忙
の

と
こ
ろ
格
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し

た
、
区
長
さ
ん
、
婦
人
会
支
部
長
さ

ん
、
班
長
さ
ん
、
川
内
町
赤
十
字
奉

仕
団
役
員
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

ファミリ ー健康相談 (奥松瀬川公民館)

健康教育「体力づくりと健康の維持J センタ ー)

滑川健康相談 (海上会堂、九騎、生活改善センター)

胃がん、大腸がん検診 (河之内公民館)

胃がん、子宮がん、大腸がん、

乳がん検診

胃がん、子宮がん、大腸がん、

乳がん検診

三種混合予防接種 (センタ ー)

ファミリー健康相談、成人健康相談(北方東部公民館)

栄養学級 (中央公民館)

男のための料理教室 (センター)

歯科検診、ファ素 ・サホライド塗布 (センター)

(センタ ー)

(センタ ー)

11日幽

17日(桐

18日(鉛

19日(土)

3日(村

4日幽

7日〈月)

8日制

10日(材

(永野集会所)

(センタ ー)

胃がん、大腸がん検診

胃がん、子宮がん、大腸がん、

乳がんキ会診

胃がん、 子宮がん、大腸がん、

芋しカぎん杉t言会

21日(月)

22日附

24日(桐

百
六
万
五
千
二
百
円

一
一
一
十
一
万
円

集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
い
た
し
ま

し
た
。

(センタ ー)

基本健診結果報告会「高血圧についてJ(センター)

基本健診結果報告会「心疾患についてJ(センター)

基本健診結果報告会「貧血についてJ センタ ー)

不用犬買上げ (センタ ー)

健康相談 ・栄養相談

母子手帳交付・妊婦健康相談

機能回復訓練事業

(センター)

(ガリラヤ荘)

25日倹)

28日伺)

29日制

30日制

毎月曜日

毎水曜日

当番医

6日(日)

13日(日)

15日同

20日(日)

23日体)

27日(日)

64~5400 

64~ 1l 88 

76~7811 

66~2066 

64~ 2411 

八木耳鼻咽喉科皮フ科(牛測)

国立療養所愛媛病院(横河原)

重信クリニック(志津川1)

中川外科内科(南梅本町)

山本内科(北方)

北上靖博整形外科(平井町)

ー《

戸
籍
の

窓

(
七
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

75~ 3753 

茶
横灘 市 狩 市 住

主""主， 

南 団 ケ

団 地 所
地 3 場 場 1ノ1コー 場

久 佐 菅 近 中 ì~J 
保

保
回 伯 野' 藤 島 井 E蔓

重 乍医言ヨ 栄 日百 I告 寿
者

俊 久 Y台 広 一

長 長
女長 続柄

女 女 男 男 女ー

祐 f憂 雄 良 ゆ j少

名目リつ
加 子 介 芽 か 耳目

4 4 4 4 4 4 
生

7 7 7 7 7 6 年
月

19 24 8 3 3 23 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

員Ij 中 ガ 徳 天 住

之 之 フ
ヤ

所
内 町 ヰ+土← 三Eと3 ネ申

大 渡 日 }¥ 石
氏

野 音.~ 野 幡 山

久 可 カ 員リ 房
南 ツ 名

己 子 ヨ 明 代

39 49 85 54 81 年齢

大 渡 日 J¥. 石

野 音rs 野 幡 山
世

カ 骨市

貞 ツ 員り 房
王

雄 J荷 ヨ 明 代

4 4 4 4 4 死
亡

7 7 7 7 7 年

30 22 20 17 8 
月
日

月

i1よ



旬
。
。
胴
噌
ゅ
の
ゅ
の
伊
旬
伊
の
伊
の
ゆ
暗
ゆ
申
ψ
旬
。
申
伊
ゆ
伊
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
明
帯
明
。
ゅ
の
明
。
明
。
伊
ゆ
伊
申
ψ
。
ψ
。
伊
。
ψ
Fゅ
申
ゆ
申
ゆ
ゆ
ψ
ゆ
明
暗
。
砂
ゆ
ゆ
ゆ
暗
伊
O
V砂
伊

o
v
e伊
ゆ
伊
旬
。
。
ゆ

困
り
果
て
藁
を
も
つ
か
む
神
だ
の
み
可
愛
い
い
が
抜
毛
に
困
る
猫
を
飼
い

田

野

岡

田

州

渡

辺

か

つ

乃

面
白
い
事
は
な
い
か
と
子
供
の
巴
役
立
た
ず
居
な
け
り
ゃ
困
る
事
も
有

平

岡

深

舟

高

瀬

喜

撰

亭

困
つ
で
る
顔
ヘ
古
参
が
割
っ
て
入
り

山
本
ひ
ろ
志

面
白
い
ド
ラ
マ
は
何
時
も
も
め
て
い

る

高

岡

艶

女

親
の
す
ね
平
気
で
か
じ
る
困
り
者

渡
部
佐
久
良

11111111111111111111111111111111111111111 ， 
~ 

~ 

円11
な
ん
と
ま
あ
あ
れ
ば
有
る
も
の
珍
名

さ

ん

渡

部

万

佐

克

日
姓
が
飛
び
交
う
花
の
ク
ラ
ス
会

山

本

紫

芳

あ
ら
し
も
た
王
手
飛
車
か
や
痛
い
な

近

藤

十

歩

あ

11111111111111111111111111111111111111111 

[ーはい円七〕

目
盛
り
ゃ
土
工
の
腕
の
力
癌

松

田

次

生

果
せ
ざ
る
約
束
ば
か
り
夜
の
秋

渡

部

東

穂

忘
我
た
る
刻
全
山
の
蝉
時
雨

芦

田

幸

子

離
れ
住
む
は
ら
か
ら
を
恋
ひ
法
師
蝉

田

中

笹

子

鐘
楼
に
涼
し
く
鐘
の
銘
を
読
む

高
須
賀
子
耕

夏
草
の
茂
り
に
茂
り
山
の
畠

渡

部

栄

樹

今
日
よ
り
は
蝉
来
る
庭
と
な
り
に
け

大

下

典

子

り

か
な
か
な
や
松
一
本
の
砦
跡

戒

能

多

喜

は
ら
か
ら
の
屋
敷
境
や
木
僅
垣

樋

口

史

子

一
匹
の
蝿
に
苛
立
ち
看
護
妻

菅

野

美

岬

日
盛
や
黒
光
り
し
て
牧
の
牛

大

石

美

紗

白
木
橿
は
母
屋
分
家
は
赤
木
橿

池

川

銅

谷

る

九
月
例
会
ご
案
内

九
月
五
日
(
土
)
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
甘
い
②
浮
く
③
貝

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

九

z
t
t
t
l
t
:
tt
t
i
l
l
ti
tt
i
-
-
I
I
ll
i
t
-
-t
t
t
t
t
t
J

I
M
-
-
-量
E
L

と
こ
ろ
で
、
年
中
雪
が
降
る
よ

一

巳

、

岩

語

圏

、

つ

な

山

で

は

、

ど

れ

が

そ

の

年

の

…

一

A
仙
U
Lけ
d
m

終
雪
で
、
ど
れ
が
初
雪
か
『
分
か
ら

一

，

ー

:

な

く

な

る

と

思

い

ま

せ

ん

か

。

こ

一

一

「
今
朝
、
平
年
よ
り
三
日
早
く
、
れ
は
、
日
平
均
気
温
が
年
間
最
高

一

一
富
士
山
に
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